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2.

ぶっそうげのぶっそうげのぶっそうげのぶっそうげの花花花花
永井和子　作詩
神野和博　作曲

2002.12.01

草の露が素足を濡らす草の露が素足を濡らす草の露が素足を濡らす草の露が素足を濡らす
夜風が髪にゆれる夜風が髪にゆれる夜風が髪にゆれる夜風が髪にゆれる
わたしは　ひとり　あるいていくわたしは　ひとり　あるいていくわたしは　ひとり　あるいていくわたしは　ひとり　あるいていく
細い道　白い道細い道　白い道細い道　白い道細い道　白い道
どんなに遠くても　夜道に日は暮れないどんなに遠くても　夜道に日は暮れないどんなに遠くても　夜道に日は暮れないどんなに遠くても　夜道に日は暮れない
どんなに遠くても　道はつづいているどんなに遠くても　道はつづいているどんなに遠くても　道はつづいているどんなに遠くても　道はつづいている
道辺に咲くのは　わたしの想い道辺に咲くのは　わたしの想い道辺に咲くのは　わたしの想い道辺に咲くのは　わたしの想い
赤いぶっそうげの花赤いぶっそうげの花赤いぶっそうげの花赤いぶっそうげの花

月の影が足元に落ちる月の影が足元に落ちる月の影が足元に落ちる月の影が足元に落ちる
波の音が耳にゆれる波の音が耳にゆれる波の音が耳にゆれる波の音が耳にゆれる
わたしは　ひとり　あるいていくわたしは　ひとり　あるいていくわたしは　ひとり　あるいていくわたしは　ひとり　あるいていく
星の道　白い道星の道　白い道星の道　白い道星の道　白い道
どんなに遠くても　明日はくるのだからどんなに遠くても　明日はくるのだからどんなに遠くても　明日はくるのだからどんなに遠くても　明日はくるのだから
どんなに遠くても　明日が待っているどんなに遠くても　明日が待っているどんなに遠くても　明日が待っているどんなに遠くても　明日が待っている
道辺に咲くのは　わたしの想い道辺に咲くのは　わたしの想い道辺に咲くのは　わたしの想い道辺に咲くのは　わたしの想い
赤いぶっそうげの花赤いぶっそうげの花赤いぶっそうげの花赤いぶっそうげの花

わたしは　ひとり　あるいていくわたしは　ひとり　あるいていくわたしは　ひとり　あるいていくわたしは　ひとり　あるいていく
星の道　白い道星の道　白い道星の道　白い道星の道　白い道
どんなに遠くても　明日は来るのだからどんなに遠くても　明日は来るのだからどんなに遠くても　明日は来るのだからどんなに遠くても　明日は来るのだから
どんなに遠くても　明日が待っているどんなに遠くても　明日が待っているどんなに遠くても　明日が待っているどんなに遠くても　明日が待っている
道辺に咲くのは　わたしの想い道辺に咲くのは　わたしの想い道辺に咲くのは　わたしの想い道辺に咲くのは　わたしの想い
赤いぶっそうげの花赤いぶっそうげの花赤いぶっそうげの花赤いぶっそうげの花


